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議
会
の
議
長
は
４
年
、

副
議
長
は
申
し
合
わ
せ
に

よ
り
２
年
と
さ
れ
て
い
る
。

　

前
加
藤
俊
一
議
長
の
逝

去
に
よ
り
１
月
29
日
の
臨

時
会
に
お
い
て
、
議
長
に

鈴
木
幸
廣
副
議
長
を
、
副

議
長
に
は
伊
藤
寿
郎
議
員

を
選
出
し
て
い
た
。

　

副
議
長
の
残
任
期
間
が

終
わ
っ
た
こ
と
か
ら
、
辞

職
を
許
可
し
た
後
、
副
議

長
選
挙
が
行
わ
れ
た
。

　

議
会
で
は
就
任
希
望
者

の
所
信
表
明
を
行
う
と
し

て
い
る
た
め
、
休
憩
中
に

所
信
表
明
が
行
わ
れ
た
。

　

投
票
の
結
果
、
伊
藤
寿

郎
議
員
が
９
票
、
橋
本
欣

　

川
西
町
議
会
議
員
任
期
4
年
の
内
、
各
常
任
委
員
会
の
所
属
は
2
年
と
定
め
ら
れ

て
い
る
。
５
月
７
日
に
臨
時
会
を
開
催
し
、
各
議
員
の
所
属
替
え
を
行
っ
た
。
心
機

一
転
、
新
庁
舎
・
新
議
場
で
の
後
期
2
年
の
議
会
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

一
議
員
が
４
票
と
な
り
、

伊
藤
寿
郎
議
員
を
副
議
長

に
選
出
し
た
。

　

各
常
任
委
員
会
、
議
会

運
営
委
員
会
の
委
員
を
選

出
。
常
設
の
予
算
特
別
委

員
会
を
設
置
し
た
。

　

ま
た
、
置
賜
広
域
行
政

事
務
組
合
議
会
議
員
、
置

賜
広
域
病
院
企
業
団
議
会

議
員
も
新
た
に
選
出
さ
れ

た
。

　

な
お
、
臨
時
会
で
は
旧

庁
舎
跡
地
利
活
用
調
査
特

別
委
員
会
を
設
置
、
専
門

性
を
持
っ
た
特
別
委
員
会

の
設
置
で
課
題
解
決
の
調

査
研
究
が
進
む
。

（
関
連
４
・
５
ペ
ー
ジ
参
照
）

●
総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長

井　

上　

晃　

一

副
委
員
長

渡　

部　

秀　

一

委

員

淀　
　
　

秀　

夫

同

橋　

本　

欣　

一

同

神　

村　

建　

二

同

伊　

藤　

寿　

郎

●
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長

髙　

橋　

輝　

行

副
委
員
長

島　

貫　
　
　

偕

委

員

伊　

藤　
　
　

進

同

吉　

村　
　
　

徹

同

寒
河
江　
　
　

司

同

遠　

藤　

明　

子

●
広
聴
広
報
常
任
委
員
会

委
員
長

橋　

本　

欣　

一

副
委
員
長

遠　

藤　

明　

子

委

員

伊　

藤　
　
　

進

同

伊　

藤　

寿　

郎

同

寒
河
江　
　
　

司

同

井　

上　

晃　

一

●
議
会
運
営
委
員
会

委
員
長

伊　

藤　
　
　

進

副
委
員
長

寒
河
江　
　
　

司

委

員

髙　

橋　

輝　

行

同

橋　

本　

欣　

一

同

神　

村　

建　

二

同

井　

上　

晃　

一

●
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
議
員

鈴　

木　

幸　

廣

淀　
　
　

秀　

夫

神　

村　

建　

二

●
置
賜
広
域
病
院
企
業
団
議
会
議
員

鈴　

木　

幸　

廣

寒
河
江　
　
　

司

渡　

部　

秀　

一

●
議
会
図
書
室
運
営
委
員
会

委

員

伊　

藤　

寿　

郎

同

髙　

橋　

輝　

行

同

橋　

本　

欣　

一

同

井　

上　

晃　

一

●
議　
　
長

鈴
　
木
　
幸
　
廣

●
副
議
長

伊
　
藤
　
寿
　
郎

●
議
会
選
出
監
査
委
員

吉
　
村
　
　
　
徹

１番

井上　晃一
議
会
と
川
西
町
に
新
し
い

風
を
吹
き
込
み
ま
す

８番

神村　建二
議
会
拠
点
も
新
装
庁
舎
に

移
り
、
心
引
締
め
進
ん
で

い
き
ま
す

２番

遠藤　明子
女
性
の
視
点
を
広
報
活
動

に
取
り
入
れ
て
い
き
ま
す

９番

橋本　欣一
よ
り
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
し
広
報
活
動
を
進
め
て

い
き
ま
す

３番

渡部　秀一
中
心
市
街
地
の
よ
り
良
い

形
成
を
目
指
し
頑
張
り
ま

す

10番

淀　　秀夫
新
庁
舎
が
完
成
し
私
は
心

を
新
た
な
気
持
ち
で
い
ま

す

４番

寒河江　司
後
半
戦
に
な
り
町
議
会
議

員
と
し
て
邁
進
し
ま
す

11番

髙橋　輝行
住
み
よ
い
街
を
つ
く
る
熱

意
に
燃
え
、
批
判
と
監
視

を
し
ま
す

５番

吉村　　徹
産
業
振
興
と
鳥
獣
被
害
対

策
に
取
り
組
み
ま
す

12番

欠 

員

故
加
藤
俊
一
氏
の
逝
去
に

よ
り
欠
員

６番

島貫　　偕
早
い
も
の
で
2
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す

13番

伊藤　寿郎
先
憂
後
楽
＝
町
の
た
め
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す

７番

伊藤　　進
ま
ち
づ
く
り
に
、
一
意
専

心
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す

14番

鈴木　幸廣
至
誠
一
貫
・
誠
心
誠
意
川

西
町
の
為
に
頑
張
り
ま
す

５ 月
臨時会課題解決課題解決にに特別特別 委員委員会会設置設置
新
体
制
ス
タ
ー
ト

新
体
制
ス
タ
ー
ト

議
会
構
成
決
定

議
会
構
成
決
定

副議長に
伊藤寿郎議員

各
議
員
に
抱
負
を
聞
き
ま
し
た
。

（2）（2）（3）（3） 議 会 だ よ り議 会 だ よ り議 会 だ よ り議 会 だ よ り
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と②
議
員
報
酬
に
関
す
る
こ

と③
政
務
活
動
費
に
関
す
る

こ
と

④
そ
の
他
デ
ジ
タ
ル
化
等
、

議
会
活
性
化
に
関
す
る
こ

と
　

設
置
期
間
は
令
和
4
年

第
1
回
定
例
会
ま
で
の
間
。

　

議
会
活
性
化
調
査
特
別

委
員
会
は
、
議
長
を
除
く

12
人
で
構
成
し
、
議
会
活

性
化
に
関
す
る
調
査
研
究

と
し
た
。
さ
ら
に
論
点
整

理
と
進
め
方
の
検
討
の
た

め
４
人
の
小
委
員
会
を
置

く
こ
と
と
し
た
。

　

具
体
的
な
調
査
内
容
は

①
議
員
定
数
に
関
す
る
こ

　

全
国
的
な
問
題
と
し
て
、

町
村
議
会
の
議
員
の
な
り

て
不
足
が
深
刻
化
し
て
お

り
、
議
会
活
性
化
に
向
け

て
、
報
酬
、
政
務
活
動
費

を
含
め
て
総
合
的
に
定
数

を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

　

主
要
地
方
道
米
沢
飯
豊

線
菅
沼
峠
整
備
に
関
す
る

特
別
委
員
会
で
は
、
要
望

活
動
と
進
め
方
に
つ
い
て

の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

旧
庁
舎
跡
地
利
活
用
調

査
特
別
委
員
会
で
は
、
今

後
の
進
め
方
に
つ
い
て
提

案
さ
れ
た
。

　

６
月
定
例
会
以
前
に
設

置
さ
れ
た
三
つ
の
特
別
委

員
会
の
全
体
会
が
開
催
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
活
動
内
容

が
報
告
さ
れ
た
。

　

置
賜
農
業
高
等
学
校
存

続
に
関
す
る
特
別
委
員
会

で
は
、
舩
山
県
議
に
対
す

る
要
望
書
の
手
交
、
説
明

が
行
わ
れ
た
。

委
員
長

島　

貫　
　
　

偕

副
委
員
長

井　

上　

晃　

一

委

員

議
長
を
除
く

議
員
全
員

小
委
員
会
委
員
長

伊　

藤　
　
　

進

小
委
員

髙　

橋　

輝　

行

遠　

藤　

明　

子

委
員
長

伊　

藤　

寿　

郎

副
委
員
長

井　

上　

晃　

一

委

員

議
長
を
除
く

議
員
全
員

小
委
員
会
委
員
長（
委
員
長
兼
務
）

小
委
員

橋　

本　

欣　

一

寒
河
江　
　
　

司

遠　

藤　

明　

子

委
員
長

淀　
　
　

秀　

夫

副
委
員
長

吉　

村　
　
　

徹

委

員

議
長
を
除
く

議
員
全
員

小
委
員
会
委
員
長

寒
河
江　
　
　

司

小
委
員

髙　

橋　

輝　

行

渡　

部　

秀　

一

委
員
長

遠　

藤　

明　

子

副
委
員
長

渡　

部　

秀　

一

委

員

議
長
を
除
く

議
員
全
員

小
委
員
会
委
員
長

神　

村　

建　

二

小
委
員

髙　

橋　

輝　

行

井　

上　

晃　

一

早期整備が望まれる菅沼峠

川西町唯一の高校を守れ ＝ 置賜農業高等学校

議
員
定
数
・
報
酬
を
検
討

議
員
定
数
・
報
酬
を
検
討

議
会
活
性
化
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置

議
会
活
性
化
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置

　

第
２
回
定
例
会
が
６
月
11
日
か
ら
24
日
ま
で
の
14
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
た
。

　

第
１
日
目
に
、
令
和
2
年
度
の
繰
越
計
算
書
の
報
告
、
財
政
援

助
団
体
の
経
営
状
況
３
件
の
報
告
の
後
、
３
会
計
補
正
予
算
の
専

決
処
分
を
承
認
し
た
。
令
和
3
年
度
の
３
会
計
補
正
予
算
の
審
査

を
予
算
特
別
委
員
会
に
、
条
例
２
件
、
町
有
地
の
貸
付
、
請
願
2

件
の
審
査
を
各
常
任
委
員
会
に
付
託
し
た
。

　

第
４
日
目
に
４
人
、
５
日
目
に
２
人
の
一
般
質
問
を
行
い
、
コ

ロ
ナ
対
策
、
旧
庁
舎
跡
地
利
活
用
や
福
祉
政
策
に
つ
い
て
町
政
を

た
だ
し
た
。

　

第
４
日
目
以
降
に
、
予
算
特
別
委
員
会
、
常
任
委
員
会
、
分
科

会
を
開
き
、
議
案
を
審
査
し
た
。

　

最
終
日
に
予
算
特
別
委
員
会
の
採
決
後
本
会
議
を
開
き
、
付
託

し
た
６
議
案
を
原
案
通
り
可
決
し
た
。
請
願
１
件
が
採
択
、
１
件

が
継
続
審
査
と
な
り
、
意
見
書
が
１
件
出
さ
れ
た
。

　

議
員
発
議
に
よ
り
議
会
活
性
化
調
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ

た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
先
に
設
置
さ
れ
た
、
置
賜
農
業
高
等
学
校
存
続

に
関
す
る
特
別
委
員
会
（
３
月
30
日
設
置
）、
主
要
地
方
道
米
沢

飯
豊
線
菅す
が

沼ぬ
ま

峠
整
備
に
関
す
る
特
別
委
員
会
（
３
月
30
日
設
置
）、

さ
ら
に
、
旧
庁
舎
跡
地
利
活
用
調
査
特
別
委
員
会
（
５
月
７
日
設

置
）
と
と
も
に
、
４
特
別
委
員
会
が
課
題
解
決
の
た
め
の
、
専
門

的
な
調
査
活
動
が
動
き
出
し
た
。

６月定例会の
あらまし

６　月
定例会

置
賜
農
業
高
等
学
校
存
続
に

関
す
る
特
別
委
員
会

議
会
活
性
化
調
査

特
別
委
員
会

主
要
地
方
道
米
沢
飯
豊
線
菅
沼

峠
整
備
に
関
す
る
特
別
委
員
会

旧
庁
舎
跡
地
利
活
用
調
査

特
別
委
員
会

置
農

議
会
活
性
化

菅
沼
峠

跡
地
利
用

３
／
30 

臨
時
会
に
て
設
置

６
／
24 

定
例
会
に
て
設
置

３
／
30 

臨
時
会
に
て
設
置

５
／
７ 

臨
時
会
に
て
設
置
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問
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
進
行
管

理
事
業
は
ど
の
よ
う
に
進

め
る
の
か
。

ま
ち
づ
く

り
課
長

専
門
業
者
に
よ
る

外
観
調
査
と
法
定

調
査
結
果
に
よ
る
施
設
の

劣
化
状
況
を
調
査
し
、
平

成
28
年
に
作
成
さ
れ
た
現

計
画
を
修
正
す
る
も
の
で

あ
る
。

問
生
涯
学
習
推
進
事

業
の
内
容
は
。

教
育
文

化
課
長
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡

大
防
止
の
た
め
、
成
人
式

の
参
加
を
控
え
て
い
た
だ

い
た
県
外
在
住
の
新
成
人

に
対
し
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
記

念
品
（
遅
筆
堂
文
庫
ト
ー

ト
バ
ッ
ク
）
を
送
付
し
た
。

問
若
者
定
住
支
援
事

業
増
額
の
理
由
は
。

地
域
整

備
課
長
町
内
で
新
築
、
中

古
住
宅
を
取
得
す

る
場
合
基
本
30
万
円
、
条

件
に
よ
り
最
大
70
万
円
を

補
助
す
る
も
の
で
、
応
募

者
多
数
の
た
め
増
額
す
る

も
の
で
あ
る
。

問
魅
力
あ
る
園
芸
大

国
や
ま
が
た
所
得

向
上
支
援
事
業
の
内
容
は
。

産
業
振

興
課
長
町
内
法
人
に
対
す

る
女
性
従
業
員
用

ト
イ
レ
、
手
洗
い
設
備
の

設
置
補
助
で
あ
る
。

問
長
時
間
労
働
の
教

職
員
の
健
康
管
理

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
文

化
課
長
産
業
医
に
よ
る
面

談
を
実
施
し
、
健

康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い

る
。

　

現
在
、
町
内
に
約
３
０

０
戸
の
空
き
家
が
あ
る
。

現
状
で
倒
壊
危
険
が
あ
る

空
家
を
特
定
空
家
に
指
定

し
管
理
を
徹
底
す
る
よ
う

に
勧
告
し
て
い
る
。
町
内

に
は
２
戸
の
特
定
空
家
が

あ
り
、
そ
の
う
ち
の
１
戸

を
除
却
（
解
体
撤
去
）
す

る
も
の
で
、
地
域
住
民
か

ら
の
長
年
の
要
望
が
叶
う

こ
と
に
な
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
を
財
源
に
、
小

中
学
校
の
水
道
蛇
口
を
レ

（歳出）
過疎地域等集落ネットワーク圏形成支援事業　補助金 1242万円
公共施設等総合管理計画進行管理事業　委託料 350万円
低所得の子育て世代への生活支援特別給付金事業 1250万円
空家対策事業 280万円
強い農業・担い手づくり総合支援交付金事業 878万円
新型コロナウイルス感染対策事業 330万円
（歳入）
特別交付金 150万円
新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 194万円
子育て世帯生活支援金給付国庫補助金 1566万円
魅力ある園芸大国やまがた所得向上支援事業費県補助金 94万円
自治宝くじコミュニティ助成金 390万円
財政調整基金繰入金 4285万円

会計別 歳入歳出予算 議決の内容

一般会計（第２号） 114億205万円
（8978万円を追加補正） 全員賛成により可決

下水道事業特別会計
（第1号）

5億1665万円
（1122万円を追加補正） 全員賛成により可決

介護保険事業特別会計
（第1号）

19億9239万円
（31万円を追加補正） 全員賛成により可決

　

国
の
給
付
事
業
で
、
住

バ
ー
ハ
ン
ド
ル
に
変
え
る

工
事
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ

ラ
ザ
、
体
育
館
お
よ
び
ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
自
動
水
洗

化
と
エ
ア
コ
ン
設
置
、
さ

ら
に
、
中
郡
、
玉
庭
セ
ン

タ
ー
の
ト
イ
レ
改
修
、
大

民
税
非
課
税
で
18
歳
未
満

を
養
育
す
る
父
母
な
ど
に

給
付
さ
れ
る
事
業
で
、
児

童
１
人
当
た
り
一
律
５
万

円
が
支
給
さ
れ
る
。
シ
ス

テ
ム
改
修
、
名
簿
登
録
な

ど
を
経
て
８
月
か
ら
支
給

に
な
る
予
定
。

塚
セ
ン
タ
ー
の
エ
ア
コ
ン

設
置
、
自
動
水
洗
な
ど
で

あ
る
。

　

帰
省
を
自
粛
し
た
県
外

在
住
の
本
町
出
身
の
学
生

へ
の
支
援
と
し
て
、
農
産

物
等
を
支
援
す
る
事
業
な

髙
橋
時
間
外
等
の
労
務

管
理
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る

か
。総

務
課
長
労
務
管
理
に
つ
い

て
は
、
パ
ソ
コ
ン

の
使
用
時
間
と
時
間
外
勤

務
命
令
を
確
認
す
る
こ
と

で
、
正
確
な
把
握
を
行
う

と
と
も
に
、
特
定
の
職
員

に
業
務
が
偏
ら
な
い
よ
う

グ
ル
ー
プ
会
議
で
確
認
し

て
い
る
。

髙
橋
コ
ロ
ナ
関
係
の
予

算
が
随
所
に
出
て

い
る
。
中
で
も
、
職
員
の

業
務
が
増
え
て
負
担
が
掛

か
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
時
間
外
も
交
付
金
の

対
象
に
な
る
の
か
。

総
務

課
長
職
員
の
時
間
外
も

交
付
金
の
対
象
と

な
る
。

　

総
務
省
支
援
事
業
で
、

き
ら
り
よ
し
じ
ま
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
「
誰
ひ
と
り
取
り

残
さ
な
い
支
え
あ
い
の
地

域
づ
く
り
事
業
」
に
１
２

４
２
万
円
が
交
付
さ
れ
る
。

　

主
な
事
業
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

ア
プ
リ
開
発
、
地
域
内
移

動
支
援
事
業
と
し
て
電
動

カ
ー
ト
の
リ
ー
ス
、
災
害

対
応
と
し
て
レ
ス
キ
ュ
ー

ボ
ー
ト
、
３
６
０
度
Ｌ
Ｅ

Ｄ
投
光
器
な
ど
を
整
備
す

る
も
の
。

ど
で
あ
る
。

これで一安心。感染予防の決め手、ワクチン接種

補　正
予　算

コ
ロ
ナ

コ
ロ
ナ
対
策 

施
設
改
修
へ

空
家
対
策
事
業
進
む

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金

過
疎
地
域
等
集
落

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
圏

形
成
支
援
事
業

空
家
対
策
事
業

低
所
得
者
の
子
育
て

世
帯
へ
の
生
活
支
援

特
別
給
付
金
事
業

主
な
質
疑

令和３年度各会計補正予算令和３年度各会計補正予算

一般会計補正予算（第２号）の主な内容
　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
８
９
７
８
万
円

を
増
額
。
主
な
補
正
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
対
策
事
業
工
事
費
、
空
家
対
策
事
業
、

低
所
得
者
の
子
育
て
世
帯
へ
の
生
活
支
援

特
別
給
付
金
事
業
、
な
ど
に
取
り
組
む
。

総
括
質
疑
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山
形
県
に
対
す
る
22
項

目
の
令
和
３
年
度
川
西
町

重
要
要
望
事
項
の
説
明
が

あ
っ
た
。

　

質
疑
で
は
、
要
望
が
一

つ
で
も
叶
う
努
力
を
し
て

　

病
原
体
が
ベ
ー
タ
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
属
の
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
（
令
和
２
年
１

月
に
、
中
華
人
民
共
和
国

か
ら
世
界
保
健
機
関
に
対

し
て
、
人
に
伝
染
す
る
能

力
を
有
す
る
こ
と
が
新
た

に
報
告
さ
れ
た
も
の
に
限

る
）
で
あ
る
感
染
症
に
改

め
る
。

　

低
所
得
層
で
あ
る
第
１

段
階
か
ら
第
３
段
階
ま
で

の
保
険
料
の
軽
減
を
実
施

す
る
こ
と
で
、
第
１
号
被

保
険
者
の
負
担
軽
減
を
図

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

収
入
の
減
少
が
見
込
ま
れ

る
世
帯
の
保
険
料
減
免
等

を
実
施
、
令
和
４
年
３
月

31
日
ま
で
延
長
す
る
も
の
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
緊
急
経
済
対
策
事
業

の
補
正
で
１
億
６
８
６
５

万
円
の
追
加
。
予
算
総
額

１
１
３
億
１
２
２
７
万
円

と
な
る
も
の
。

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

財
産
の
取
得

　

ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車

（
２
・
２
ｍ
級
）

指
名
競
争
入
札
に
よ
る

落
札
者

昭
和
建
機
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

石
川　

清

契
約
金
額
（
税
込
）

４
４
８
８
万
円
（
１
台
）

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
町
税
条
例
、
町

税
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
、
町
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
条
例
、

町
都
市
計
画
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
。

主
な
改
正
内
容

⑴
町
税
条
例
関
係

①
固
定
資
産
税
の
負
担
調

整
措
置
を
、
令
和
３
年
度

に
限
り
、
税
額
が
増
加
す

る
土
地
に
つ
い
て
前
年
度

に
据
置
き
。

②
軽
自
動
車
税
環
境
性
能

割
り
適
用
期
限
を
９
カ
月

延
長
。

③
個
人
住
民
税
か
ら
控
除

す
る
住
宅
ロ
ー
ン
の
控
除

の
適
用
期
限
を
延
長
。

介護保険料減免表

段階
令和３年度～５年度
本来の率及び保険料

令和３年度～５年度
軽減後

率 保険料 率 保険料
第１段階 0.50 35,400円 0.30 21,240円

第２段階 0.75 53,100円 0.50 35,400円

第３段階 0.75 53,100円 0.70 49,560円

第４段階 0.90 63,720円

同　左 同　左

第５段階 1.00 70,800円

第６段階 1.20 84,960円

第７段階 1.30 92,040円

第８段階 1.50 106,200円

第９段階 1.70 120,360円

④
地
方
税
共
通
納
税
シ
ス

テ
ム
の
対
象
税
目
に
、
固

定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
、

軽
自
動
車
税
種
別
割
を
追

加
。

⑵
川
西
町
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
一
部

改
正
関
係

①
町
条
例
の
条
文
を
法
律

の
改
正
に
沿
っ
た
内
容
に

変
更
す
る
も
の
。

⑶
川
西
町
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
条
例
の
一
部

改
正
関
係

①
行
政
手
続
き
の
簡
素
化

に
伴
い
審
査
申
出
時
の
書

類
の
押
印
を
廃
止
す
る
も

の
。

⑷
川
西
町
都
市
計
画
税
条

例
の
一
部
改
正
関
係

①
町
条
例
の
条
文
を
法
律

の
改
正
に
沿
っ
た
内
容
に

変
更
す
る
も
の
。

施
行　

公
布
の
日
か
ら
施

行
し
、
令
和
３
年
４
月
１

日
か
ら
適
用

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

議
員
の
構
成
替
え
（
ｐ
３

参
照
）

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況

　

７
月
中
に
65
歳
以
上
の

接
種
が
80
％
を
超
え
、
65

歳
以
下
も
７
月
中
に
開
始

で
き
る
説
明
が
あ
っ
た
。

②
第
２
次
観
光
計
画

　

説
明
で
は
、
ま
ど
か
と

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
連
携

に
よ
り
誘
客
に
つ
な
が
り
、

利
用
者
６
万
人
を
達
成
し

た
。
ダ
リ
ヤ
園
を
含
む
ふ

れ
あ
い
の
丘
と
の
一
体
的

な
管
理
体
制
の
構
築
が
必

要
、
と
課
題
に
挙
げ
て
い

る
。
ま
た
、
ま
ち
な
か
周

遊
を
楽
し
む
飲
食
店
と
の

連
携
も
必
要
と
し
て
い
る
。

③
置
賜
広
域
行
政
事
務
組

合
議
会
、
置
賜
広
域
病
院

企
業
団
議
会
の
報
告

　

そ
れ
ぞ
れ
の
議
会
構
成

員
の
変
更
と
補
正
予
算
の

可
決
が
報
告
さ
れ
た
。

④
議
会
会
議
規
則
の
改
正

　

男
女
の
議
員
が
活
動
し

や
す
い
環
境
整
備
の
た
め
、

出
産
、
育
児
、
介
護
の
欠

席
理
由
な
ど
を
整
備
す
る

た
め
。

　

ま
た
、
会
議
中
に
電
子

機
器
（
パ
ソ
コ
ン
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、
録
音
機
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
な
ど
）
の
議

場
へ
の
持
ち
込
み
、
使
用

を
可
能
に
す
る
改
正
の
協

議
が
な
さ
れ
た
。

ほ
し
い
、
単
独
項
目
の
羅

列
だ
け
で
な
く
、
総
合
的

に
調
整
し
た
要
望
に
す
べ

き
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。

議会・町一丸となり要望活動 ＝ 県置賜総合支庁

タブレット活用で会議もスムーズに

全　員
協議会

コ
ロ
ナ
の
定
義
と
介
護
保
険
料
減
免

コ
ロ
ナ
の
定
義
と
介
護
保
険
料
減
免

条　例

国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正

介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正

臨 時
議 会

第
５
回
臨
時
会

５
月
21
日

第
４
回
臨
時
会

５
月
７
日

　

定
例
会
ま
で
２
回
の
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
議
会
で
の
議
決
内
容
を
ま
と
め
た
。

　

５
月
14
日
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対

策
と
山
形
県
に
対
す
る
川
西
町
重
要
事
業

要
望
項
目
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

６
月
21
日
に
は
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
状
況
の
説
明
、
観
光
基
本
計
画
な
ど
の

説
明
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
議
場
内
で
の
電
子
機
器
の
使
用

は
禁
止
さ
れ
て
い
た
が
、
機
器
使
用
を
可

能
と
す
る
た
め
の
議
会
会
議
規
則
の
改
正

内
容
の
説
明
も
行
わ
れ
た
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
報
告

と
県
に
対
す
る
要
望
項
目

（
全
員
協
議
会
５
月
14
日
）

ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
と

今
後
の
接
種
、
観
光
計

画
な
ど

（
全
員
協
議
会
６
月
21
日
）
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一般質問は、議会ホームページの録画中継によって見ることができる。（http://www.town.kawanishi.yamagata.jp）

淀　　　秀　夫　議員 （11ページ）

❶ 新型コロナ対策は

❷ 予防ワクチン国のやり方に疑問

神　村　建　二　議員 （12ページ）

❶ ヤングケアラーの対応は　

❷ コロナ禍の学校健康診断の課題は

吉　村　　　徹　議員 （13ページ）

❶ 鳥獣被害対策は

❷ 新型コロナワクチン接種は

遠　 藤　明　子　議員（14ページ）

❶ 高齢者健康福祉計画・介護保険計画は
❷ 「介護老人保健施設かがやきの丘」の要支援認定者対象の入浴提供は
❸ 射撃練習場のトイレ整備は

橋　本　欣　一　議員 （15ページ）

❶ 加齢性難聴の支援と聞こえのバリアフリー

❷ 町役場跡地利活用計画は

髙　橋　輝　行　議員 （16ページ）

❶ 第三者委員会は
❷ 当初予算案否決は
❸ まちづくりの進め方は

※一般質問　議員が町の行財全般に関し、執行者所見や疑義について質問できる
ものである。質問時間は１人につき質問答弁を含め60分以内とする。

次回定例会は９月です
議会傍聴においでください

定例会本会議、予算特別委員会はNCV、インターネットで生中継。議会フェイスブックもご覧ください。

まちの未来が見える （６月定例会の傍聴者は５人）

どなたでも傍聴できます
（事前連絡は不要です。

　役場３階におこし下さい）

淀
中
国
武
漢
で
発
生

し
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
は
、
世
界
中
で

蔓
延
し
て
い
る
。
川
西
町

で
も
30
人
が
感
染
し
て
い

る
。

　
山
形
県
は
感
染
予
防
の

対
策
の
一
つ
と
し
て
、
新

生
活
様
式
を
実
践
し
よ
う

と
の
ぼ
り
旗
を
作
っ
た
。

　
川
西
町
に
は
30
本
が
配

ら
れ
た
が
、
町
で
は
ど
う

生
か
し
た
か
。

町
長
町
長
の
ぼ
り
旗
は
町
内

公
共
施
設
を
中
心

に
設
置
し
感
染
症
対
策
意

識
の
啓
発
を
図
っ
た
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部

会
議
を
こ
れ
ま
で
38
回
開

催
し
、
情
報
の
収
集
お
よ

び
共
有
、
対
応
策
の
協
議
、

情
報
の
発
信
な
ど
を
行
い

な
が
ら
感
染
症
拡
大
防
止

対
策
を
講
じ
た
。

淀
の
ぼ
り
旗
に
は
マ

ス
ク
使
用
や
手
洗

い
方
法
の
他
に
、
密
閉
、

密
集
、
密
接
の
三
密
防
止

を
訴
え
て
い
る
。
雑
談
を

減
ら
し
時
間
を
大
切
に
す

る
、
不
要
不
急
の
外
出
自

粛
を
挙
げ
て
い
る
が
。

町
長
町
長
会
議
の
開
催
で
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

の
推
進
、
人
の
移
動
で
は
、

感
染
が
流
行
し
て
い
る
地

域
と
の
移
動
制
限
。
役
場

に
お
け
る
新
生
活
様
式
の

対
応
で
は
一
人
ひ
と
り
が

感
染
対
策
の
徹
底
に
努
め

た
。淀

ワ
ク
チ
ン
接
種
の

予
約
電
話
が
、
な

か
な
か
通
じ
な
い
と
の
声

が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
が
、

町
の
今
後
の
対
策
は
。

町
長
町
長
現
在
は
受
付
電
話

回
線
を
４
回
線
か

ら
８
回
線
に
増
設
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
、

医
療
機
関
で
の
個
別
接
種

の
推
進
も
し
て
い
る
。

淀
大
正
時
代
、
ス
ペ

イ
ン
風
邪
が
流
行

し
40
万
人
が
亡
く
な
っ
た
。

　
ニ
ュ
ー
ト
ン
は
ペ
ス
ト

が
流
行
し
た
時
、
故
郷
の

村
で
リ
ン
ゴ
が
落
ち
た
こ

と
を
ヒ
ン
ト
に
万
有
引
力

を
発
見
し
、
新
た
な
価
値

観
を
見
い
出
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
収

束
す
る
こ
と
を
切
に
望
む
。

コロナ感染予防を訴えるのぼり旗 ＝ 新庁舎感染予防のため、オンラインで開催された議会の研修会

淀　秀夫 議員

川西町議会H.P
QRコード

かわにしのここが聞きたい
コ
ロ
ナ

新型コロナ新生活様式実践の対策は新型コロナ新生活様式実践の対策は

　町長 ー 社会経済活動の維持と感染防止の両立

66人の議員がするどく一般質問
定例会第４日目と５日目に一般質問が行われ、６人の議員が町政について質問しました。（発言順）に掲載します。

町政をただす町政をただす
新
生
活
様
式
の

の
ぼ
り
旗
対
策
は

ワ
ク
チ
ン
接
種
予
約
は

一　般
質　問

（10）（10）（11）（11） 議 会 だ よ り議 会 だ よ り議 会 だ よ り議 会 だ よ り
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神
村
ヤ※

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

と
は
、
家
族
の
介

護
や
ケ
ア
・
身
の
回
り
の

世
話
を
担
う
18
歳
未
満
の

子
ど
も
の
こ
と
で
、
全
国

調
査
で
は
20
人
に
１
人
が

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
な
っ

て
い
る
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ

ー
は
１
日
平
均
４
時
間
も

家
族
の
世
話
に
当
た
っ
て

お
り
学
業
に
も
影
響
が
出

て
い
る
。

　
行
政
の
役
割
と
し
て
、

困
難
を
抱
え
た
子
ど
も
や

家
族
の
支
援
を
行
っ
て
い

く
こ
と
が
大
変
重
要
だ
と

考
え
る
が
。

町
長
町
長
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

に
つ
い
て
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
本
町
に
お
い

て
は
確
認
事
例
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
の
言
葉
事
態
が

浸
透
し
て
お
ら
ず
、
自
分

が
該
当
す
る
と
理
解
し
て

い
な
い
子
ど
も
が
い
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
。
相
談

に
至
っ
て
い
な
い
場
合
も

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

概
念
に
つ
い
て
周
知
を
行

う
と
と
も
に
、
町
報
な
ど

で
広
く
町
民
に
伝
え
、
改

善
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
対

策
に
つ
い
て
は
、
今
後
厚

労
省
と
文
科
省
合
同
で
支

援
制
度
を
検
討
し
て
い
く

の
で
、
そ
の
内
容
を
受
け

本
町
と
し
て
支
援
策
を
講

じ
て
い
く
。

神
村
県
内
の
学
校
の
健

康
診
断
で
、
昨
年

度
「
要
受
診
」
と
判
定
さ

れ
た
子
ど
も
の
43
％
が
医

療
機
関
に
行
っ
て
い
な
い

と
の
調
査
結
果
が
公
表
さ

れ
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
子
ど
も
の

健
康
の
悪
化
が
顕
著
に
な

り
、
将
来
の
健
康
格
差
も

懸
念
さ
れ
る
、
い
ま
こ
そ

自
治
体
や
学
校
医
ら
が
連

携
し
、
保
護
者
へ
の
啓
発

を
図
る
必
要
が
あ
る
、
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
が
。

教
育
長

教
育
長
本
町
に
お
い
て
も

町
内
の
全
小
中
学

校
を
対
象
に
再
調
査
を
行

っ
た
。
小
中
学
校
と
も
、

歯
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
視

力
検
査
で
要
受
診
者
数
な

ら
び
に
未
受
診
者
が
多
い

状
況
と
な
っ
た
。

　

授
業
参
観
時
で
の
個
別

指
導
や
通
知
表
へ
の
記
入

な
ど
、
家
庭
と
の
連
携
を

重
視
し
た
取
り
組
み
を
実

施
し
て
い
る
。
大
き
な
改

善
が
見
ら
れ
な
い
場
合
は
、

予
防
の
段
階
か
ら
の
徹
底

し
た
個
別
指
導
や
家
庭
で

の
過
ご
し
方
な
ど
、
生
活

全
般
に
わ
た
っ
て
個
別
指

導
を
す
る
な
ど
し
て
、
児

童
、
生
徒
の
一
層
の
健
全

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

吉
村
昨
年
の
鳥
獣
等
の

被
害
お
よ
び
ク
マ

の
捕
獲
数
は
こ
れ
ま
で
に

な
い
状
況
と
な
っ
た
が
、

今
年
度
の
鳥
獣
被
害
対
策

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

町
長
町
長
こ
の
春
の
鳥
獣
に

よ
る
被
害
や
目
撃

状
況
と
し
て
は
、
上
小
松
、

玉
庭
、
大
舟
、
朴
沢
地
区

か
ら
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農

地
の
掘
り
起
し
被
害
の
報

告
を
受
け
て
い
る
。
サ
ル

や
サ
ギ
等
の
被
害
に
つ
い

て
は
農
作
物
の
初
期
生
育

期
で
あ
る
こ
と
か
ら
ま
だ

確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、

玉
庭
御
伊
勢
町
地
区
内
に

サ
ル
対
策
の
大
型
の
捕
獲

お
り
を
設
置
し
て
い
る
。

　

ク
マ
に
つ
い
て
は
、
４

月
に
大
塚
地
区
、
６
月
に

東
沢
地
区
で
目
撃
情
報
が

あ
り
、
注
意
深
く
監
視
す

る
必
要
が
あ
る
。
今
年
度

の
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い

て
は
、
川
西
町
農
作
物
鳥

獣
被
害
防
止
協
議
会
を
核

と
し
て
、
有
害
鳥
獣
の
目

撃
、
被
害
情
報
の
収
集
と

町
民
へ
の
発
信
、
適
正
な

捕
獲
作
業
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
。

吉
村
県
の
「
第
２
期
山

形
県
イ
ノ
シ
シ
管

理
計
画
」
に
つ
い
て
の
情

報
は
。

町
長
町
長
市
町
村
の
被
害
防

止
計
画
に
基
づ
き

実
施
す
る
被
害
防
止
活
動

を
支
援
し
、「
被
害
防
止

対
策
」、「
生
息
環
境
管

理
」お
よ
び「
捕
獲
対
策
」

を
組
み
合
わ
せ
た
総
合
的

な
取
り
組
み
を
推
進
す
る

事
と
な
っ
て
い
る
。

吉
村
集
落
単
位
で
取
り

組
む
に
当
た
っ
て

の
支
援
策
は
。

町
長
町
長
今
年
度
、
国
庫
補

助
を
受
け
て
県
が

実
施
す
る
「
令
和
３
年
度

地
域
ぐ
る
み
で
行
う
鳥
獣

被
害
対
策
支
援
事
業
」
に

採
択
さ
れ
、
モ
デ
ル
地
区

と
し
て
玉
庭
地
区
が
指
定

を
受
け
、
イ
ノ
シ
シ
、
ク

マ
、
サ
ル
を
主
な
加
害
鳥

獣
と
す
る
対
策
を
実
施
す

る
。
集
落
単
位
の
活
動
に

対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は

今
後
、
他
市
町
の
取
り
組

み
事
例
等
を
調
査
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。　

吉
村
広
域
的
連
携
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

町
長
町
長
市
町
村
の
垣
根
を

超
え
た
連
携
が
重

要
で
あ
り
、
県
が
主
体
と

な
り
市
町
村
、
猟
友
会
、

Ｊ
Ａ
等
の
関
係
機
関
に
よ

っ
て
構
成
す
る
第
２
種
特

定
鳥
獣
連
絡
協
議
会
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。

吉
村
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
高
齢

者
へ
の
７
月
接
種
完
了
に

向
け
た
取
り
組
み
は
。

町
長
町
長
６
月
12
日
現
在
の

予
約
状
況
が
集

団
・
個
別
二
つ
の
接
種
手

段
で
65
歳
以
上
の
対
象
者

の
う
ち
74
・
６
パ
ー
セ
ン

ト
の
方
々
が
接
種
す
る
見

込
み
と
な
っ
て
お
り
、
７

月
中
に
８
割
程
度
の
方
々

が
接
種
完
了
の
見
通
し
と

な
っ
て
い
る
。

※ヤングケアラー　通学や仕事のかたわら障害や病気のある親や祖父母、年下のきょう
だいなどの介護や世話をしている18才未満の子どもを指す

神村建二 議員

あなたの周りにこのような子どもがいませんか！

吉村　徹 議員

被害減少対策に一苦労 ＝ 捕獲おりの設置

かわにしの ここが聞きたい
介護

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
ど
う
取
り
組
む
か

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
ど
う
取
り
組
む
か

　
町
長 

ー 

国
の
制
度
内
容
を
受
け
、
支
援
策
を
講
じ
て
い
く

コ
ロ
ナ
禍
の
学
校
健
康
診
断

の
受
診
率
向
上
を
目
指
せ

ワ
ク
チ
ン
接
種
の

見
通
し
は

鳥
獣
害

今年度の鳥獣被害対策は今年度の鳥獣被害対策は

　町長 ー 適正な捕獲作業を行う

一　般
質　問
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橋
本
難
聴
に
な
る
と
、

家
庭
で
も
社
会
的

に
も
、
孤
立
し
や
す
く
、

会
話
の
機
会
が
減
り
、
引

き
こ
も
り
が
ち
に
な
る
。

　
高
齢
に
な
っ
た
ら
聞
き

返
す
こ
と
が
多
く
な
っ
た
、

サ
ー
ク
ル
で
皆
の
話
が
聞

こ
え
な
い
、
聞
こ
え
ず
相

づ
ち
を
打
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
る
な
ど
切
実
だ
。

橋
本
３
月
定
例
会
で
否

決
さ
れ
た
役
場
跡

地
利
用
計
画
（
地
域
振
興

拠
点
施
設
整
備
計
画
）
は

再
考
さ
れ
、
再
提
案
さ
れ

る
が
、
そ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。町

長
町
長
地
域
振
興
拠
点
施

設
整
備
推
進
委
員

会
を
設
置
し
、
課
題
お
よ

び
計
画
内
容
の
整
理
と
再

検
証
作
業
を
行
い
な
が
ら

作
業
を
進
め
て
い
る
。

　

議
会
の
旧
庁
舎
跡
地
利

活
用
調
査
特
別
委
員
会
で

審
査
中
で
あ
り
、
結
果
を

踏
ま
え
検
討
精
査
を
行
う
。

橋
本
議
会
の
審
査
待
ち

ば
か
り
で
は
な
く
、

検
証
作
業
の
結
果
を
踏
ま

え
町
と
し
て
の
案
を
提
示

す
べ
き
と
思
う
が
。

町
長
町
長
庁
舎
内
の
委
員
会

で
の
協
議
が
こ
れ

か
ら
本
格
化
す
る
た
め
、

議
会
側
と
の
議
論
が
か
み

合
い
、
町
民
の
期
待
に
応

え
ら
れ
る
計
画
に
し
て
い

き
た
い
。

　
65
歳
以
上
の
２
人
に
１

人
は
難
聴
と
い
わ
れ
、
ゆ

っ
く
り
進
行
す
る
の
で
、

気
づ
き
の
遅
れ
か
ら
、
生

活
の
質
の
低
下
に
よ
る
認

知
症
に
つ
な
が
る
可
能
性

が
高
く
な
る
。
検
診
メ
ニ

ュ
ー
に
聴
覚
検
査
を
入
れ

て
早
期
発
見
す
べ
き
と
思

う
。町

長
町
長
町
の
検
診
メ
ニ
ュ

ー
に
は
聴
覚
検
査

は
な
い
が
、
教
育
委
員
会

で
は
聴
力
検
査
を
行
う
オ

ー
ジ
オ
メ
ー
タ
ー
を
保
有

し
て
い
る
た
め
、
今
後
活

用
策
を
検
討
し
た
い
。

橋
本
難
聴
者
に
は
、
早

期
の
補
聴
器
使
用

が
、
認
知
症
予
防
に
つ
な

が
る
。
し
か
し
、
補
聴
器

自
体
が
高
額
で
あ
る
た
め
、

我
慢
す
る
こ
と
が
多
い
と

い
わ
れ
る
。

　
全
国
で
は
補
聴
器
購
入

補
助
制
度
に
よ
り
、
２
万

５
０
０
０
円
か
ら
５
万
円

を
補
助
し
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
。
補
助
制
度
で
認

知
症
予
防
を
進
め
る
べ
き

で
は
。

遠
藤
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
・
介
護
保
険

事
業
計
画
を
見
る
と
、
高

齢
化
率
の
上
昇
で
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
需
要
が
高
ま
り
、

介
護
支
援
等
日
常
生
活
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
が
追

い
付
か
な
い
の
で
は
と
心

配
す
る
。
今
後
、
介
護
予

防
事
業
を
ど
の
よ
う
に
拡

充
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
事
業

の
推
進
を
ど
う
す
る
か
。

町
長
町
長
通
い
の
場
等
に
理

学
療
法
士
や
作
業

療
法
士
等
の
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
専
門
職
を
派
遣

し
、
高
齢
者
の
身
近
な
と

こ
ろ
で
介
護
予
防
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
く
。
百
歳

体
操
を
ツ
ー
ル
と
し
た
住

民
主
体
の
通
い
の
場
は
現

在
37
カ
所
あ
り
、
継
続
支

援
す
る
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
事
業
の
推
進
は
、

３
蜜
を
避
け
る
な
ど
感
染

防
止
対
策
の
徹
底
に
努
め
、

事
業
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

遠
藤
要
介
護
（
要
支

援
）
者
の
認
定
率

遠
藤
「
か
が
や
き
の

丘
」
で
は
、
要
支

援
１
・
２
の
方
を
対
象
に
、

今
年
９
月
末
日
で
入
浴
提

供
を
終
了
す
る
と
聞
く
。

当
該
事
業
所
が
決
め
る
こ

遠
藤
上
小
松
塩
の
沢
地

区
に
あ
る
射
撃
練

習
場
に
ト
イ
レ
が
な
い
。

猟
友
会
活
動
を
支
援
す
る

た
め
、
環
境
整
備
が
必
要

で
は
。

町
長
町
長
利
用
者
で
あ
り
施

設
管
理
者
で
あ
る

猟
友
会
の
方
々
と
、
意
見

交
換
を
行
い
検
討
す
る
。

が
上
昇
傾
向
で
、
要
介
護

２
以
下
の
軽
度
認
定
者
数

が
増
加
し
て
い
る
。
今
後
、

介
護
ニ
ー
ズ
の
高
ま
る
高

齢
者
人
口
が
想
定
さ
れ
る

が
、
目
標
の
数
値
は
大
丈

夫
か
。

町
長
町
長
第
８
期
計
画
で
は
、

高
齢
者
人
口
が
ゆ

る
や
か
に
減
少
す
る
と
推

計
し
、
認
定
者
数
も
わ
ず

か
に
減
少
す
る
と
捉
え
て

い
る
。
目
標
達
成
の
た
め
、

介
護
予
防
事
業
に
重
点
施

策
を
設
け
、
介
護
認
定
を

受
け
て
い
な
い
方
や
要
支

援
か
ら
改
善
を
目
指
す
方

へ
の
支
援
強
化
、
重
度
化

防
止
に
取
り
組
む
。

と
だ
が
、
利
用
者
や
家
族

に
寄
り
添
っ
た
介
護
サ
ー

ビ
ス
と
な
る
よ
う
研
究
し

て
ほ
し
い
。

町
長
町
長
利
用
者
の
身
体
状

況
や
家
族
の
介
護

力
等
を
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
と
検
討
し
、
適
切
な

支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

努
め
る
。
よ
り
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

た
だ
く
よ
う
要
請
し
て
い

き
た
い
。

町
長
町
長
高
度
、
重
度
難
聴

者
の
身
体
障
が
い

者
手
帳
所
有
者
対
し
て
は

医
師
の
診
断
の
も
と
、
補

装
具
費
の
支
給
を
行
っ
て

い
る
。

　

県
内
で
補
聴
器
補
助
を

行
っ
て
い
る
自
治
体
は
な

い
。
今
後
国
県
の
動
向
を

調
査
し
支
援
を
検
討
し
て

い
く
。

心あたりがありませんか。耳の老化に注意しましょう

橋本欣一 議員 遠藤明子 議員

気軽に取り組める介護予防と認知症予防体操

かわにしの ここが聞きたい
旧
庁
舎
跡
地

庁舎跡地利用のスケジュールは庁舎跡地利用のスケジュールは

　町長 ー 議会特別委員会と協調する

認
知
症
に
つ
な
が
る

加
齢
性
難
聴
の
支
援
策
を

介護

介
護
予
防
事
業
の
拡
充
は
ど
う
い
う
も
の
か

介
護
予
防
事
業
の
拡
充
は
ど
う
い
う
も
の
か

　
町
長 

ー 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
派
遣
事
業
に
取
り
組
む

「
介
護
老
人
保
健
施
設

か
が
や
き
の
丘
」の
、

要
支
援
認
定
者
の
入
浴

提
供
が
終
了
す
る
が

射
撃
場
に
ト
イ
レ
整
備
を

一　般
質　問
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髙
橋
長
時
間
労
働
と
パ

ワ
ハ
ラ
の
有
無
に

つ
い
て
問
題
と
な
り
、
設

置
し
た
「
第
三
者
委
員

会
」
で
指
摘
さ
れ
た
労
務

管
理
は
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
る
の
か
。

町
長
町
長
ご
遺
族
か
ら
の
強

い
要
請
に
よ
り
、

第
三
者
委
員
会
を
設
置
し
、

弁
護
士
３
人
を
委
嘱
し
た
。

特
に
パ
ワ
ハ
ラ
に
つ
い
て

は
確
証
が
な
か
っ
た
。
二

度
と
発
生
し
な
い
よ
う
、

労
務
管
理
に
つ
い
て
常
に

検
証
し
、
勤
務
の
最
適
化

に
努
力
し
て
い
る
。

髙
橋
事
件
に
つ
い
て
全

て
解
決
し
た
と
捉

え
て
い
い
の
か
。
解
決
の

目
途
は
。

町
長
町
長
ご
家
族
の
意
向
を

受
け
、
町
が
地
方

公
務
員
災
害
補
償
基
金
に

対
し
公
務
災
害
の
認
定
手

続
き
を
行
っ
て
い
る
。
い

つ
解
決
す
る
か
は
、
基
金

本
部
で
の
審
査
に
な
る
が

時
期
は
明
ら
か
に
な
っ
て

な
い
。

髙
橋
問
題
点
を
ど
の
よ

う
に
総
括
さ
れ
て

い
る
か
。

町
長
町
長
議
員
各
位
に
理
解

を
得
る
努
力
が
不

十
分
で
あ
っ
た
。
そ
の
原

因
は
「
地
域
振
興
拠
点
施

設
整
備
計
画
」
の
説
明
が

不
十
分
な
た
め
、
理
解
に

至
ら
な
か
っ
た
も
の
と
受

け
止
め
て
い
る
。

髙
橋
否
決
さ
れ
た
責
任

は
ど
の
よ
う
に
と

町
長
町
長
指
摘
は
十
分
踏
ま

え
て
今
後
精
査
す

る
。髙

橋
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
は
町
長
に
対
し

答
申
す
る
機
関
で
あ
る
。

町
請
負
業
者
の
社
長
が
委

員
長
と
い
う
の
は
好
ま
し

く
な
い
。
改
善
す
べ
き
も

の
で
は
な
い
か
。

町
長
町
長
第
三
者
的
立
場
で

事
業
者
の
方
が
委

員
長
に
な
っ
て
い
る
。

髙
橋
条
例
委
員
会
な
ど

の
会
議
は
ど
の
よ

う
に
体
系
づ
け
ら
れ
て
い

る
か
。

　
条
文
中
に
地
方
自
治
法

の
文
言
を
は
っ
き
り
書
く

べ
き
で
は
な
い
か
。

ら
れ
た
の
か
。

町
長
町
長
否
決
を
受
け
て
内

容
精
査
の
上
、
３

月
30
日
に
改
め
て
上
程
を

行
っ
た
。

髙
橋
８
千
万
円
を
減
額

し
た
予
算
の
再
提

案
が
責
任
の
取
り
方
か
。

町
長
町
長
さ
ら
に
検
討
精
査

を
行
い
、
町
民
の

期
待
に
応
え
ら
れ
る
も
の

に
し
て
い
く
こ
と
が
果
た

す
べ
き
責
任
と
認
識
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態

を
招
か
な
い
よ
う
議
会
と

の
連
携
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

髙
橋
首
長
の
責
任
と
は

職
を
辞
す
る
時
で

あ
る
。

島
津
さ
ん（
中
郡
地
区
）

高
畠
に
嫁
い
だ
娘
と
孫
と

毎
年
来
て
い
ま
す
。
種
類

が
多
く
あ
り
勉
強
に
な
り

ま
す
。
自
宅
に
も
植
え
た

い
で
す
。

安
部
か
お
り
さ
ん（
中
小
松
）

　

置
賜
公
園
ハ
ー
ブ
の
会

を
、
12
人
で
、
毎
週
水
曜
日

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
ド
ラ

イ
ハ
ー
ブ
や
鉢
植
え
な
ど

も
作
っ
て
い
ま
す
。
会
員
募

集
中
で
す（
☎
０
９
０
︱

７

０
６
３
︱

８
２
２
５
ま
で
）

長
岡
裕
也
さ
ん（
山
形
市
）

　

テ
レ
ビ
の
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
を
見
て
、
家
族
４
人
で

来
ま
し
た
。
種
類
も
多
く

い
ろ
い
ろ
な
香
り
が
楽
し

め
ま
す
。
来
年
も
来
た
い

で
す
ね
。

髙
橋
弘
子
さ
ん（
吉
島
地
区
）

　

置
賜
農
業
高
校
の
存
続

は
、
単
に
町
の
活
性
化
だ

け
で
な
く
、
命
を
つ
な
ぐ

産
業
で
あ
る
農
業
を
守
り
、

育
て
る
こ
と
で
す
。

大
橋　
信
さ
ん（
会
津
若
松
）

　

毎
年
楽
し
み
に
来
て
い

ま
す
。
川
西
町
と
は
縁
が

あ
り
、
東
沢
に
家
が
あ
り

ま
す
。
コ
ロ
ナ
が
終
息
し

て
イ
ベ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い

で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。

小
関
栄
市
さ
ん
ご
夫
婦（
山
形
市
）

　

ハ
ー
ブ
が
好
き
で
何
度

か
来
て
い
ま
す
。
差
し
芽

か
ら
増
や
し
て
楽
し
ん
で

い
る
。
マ
ル
シ
ェ
も
利
用

し
て
い
る
。
も
っ
と
ア
ピ

ー
ル
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。

保
科
明
知
さ
ん（
西
大
塚
）

　

ダ
リ
ヤ
園
が
開
園
す
る

と
園
内
の
遊
具
が
使
い
づ

ら
く
な
り
ま
す
。
気
軽
に

子
ど
も
と
遊
べ
る
施
設
が

欲
し
い
で
す
ね
。

清
水
貴
子
さ
ん（
上
小
松
）

　

毎
年
来
て
い
ま
す
。
ハ

ー
ブ
園
は
あ
ま
り
な
い
の

で
貴
重
な
場
所
と
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
種
類
と
規
模
を

増
や
し
て
、
も
っ
と
楽
し

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

髙橋輝行 議員

有効な跡地利活用に期待 ＝ 旧庁舎

かわにしのここが聞きたい
労務管理

職
員
自
死
事
件
の
解
決
目
途
は

職
員
自
死
事
件
の
解
決
目
途
は

　
町
長 

ー 
公
務
災
害
の
審
査
が
行
わ
れ
て
い
る

当
初
予
算
否
決
の
責
任
は

ま
ち
づ
く
り
の
進
め
方
は

街角インタビュー街角インタビュー

　広報委員が町内のイベントや行事に出かけ、直接町民の方のご意見をいただくコーナーを設
けました。今回は６月27日、ハーブガーデンフェア2021とフレンドリープラザ・ロビーコン
サートに出かけました。（一部町外の方にもお聞きしました）
　いろいろなご意見を反映した議会活動にしていきたいと思います。ご協力お願いいたします。

いいね！かわにしいいね！かわにし 一　般
質　問

（16）（16）（17）（17） 議 会 だ よ り議 会 だ よ り議 会 だ よ り議 会 だ よ り

令和３年７月15日発行
第146号

令和３年７月15日発行
第146号議 会 だ よ り議 会 だ よ り議 会 だ よ り議 会 だ よ り

令和３年７月15日発行
第146号

令和３年７月15日発行
第146号



コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

米
価
下
落
対
策

《
請
願
名
》

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

米
の
需
給
改
善
と
米
価
下

落
の
対
策
を
求
め
る
請
願

《
請
願
者
》

置
賜
農
民
連
会
長

小
林　

茂
樹

川
西
農
民
組
合
副
組
合
長

平
田　

啓
一

《
紹
介
議
員
》橋

本　

欣
一

伊
藤　
　

進

吉
村　
　

徹

《
所　

管
》

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

《
主
な
内
容
》

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
終
息
が
見
通
せ

な
い
中
、
令
和
３
年
産
米

の
さ
ら
な
る
下
落
が
危
惧

さ
れ
る
。

国
に
対
し
次
の
対
策
の
実

現
を
要
請
す
る
。

１
、
コ
ロ
ナ
禍
の
需
要
減

少
に
よ
る
過
剰
在
庫
を
政

府
が
緊
急
に
買
い
入
れ
、

米
価
下
落
に
歯
止
め
を
か

け
る
こ
と
。

２
、
政
府
が
買
い
上
げ
た

米
を
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
に
よ

る
生
活
困
窮
者
、
学
生
な

ど
へ
の
食
糧
支
援
に
活
用

す
る
こ
と
。

３
、
主
食
用
米
か
ら
飼
料

用
米
等
へ
の
転
換
に
あ
た

っ
て
は
、
主
食
用
米
並
み

の
所
得
を
生
産
者
に
補
償

す
る
こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第

99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見

書
を
提
出
す
る
。

（
提
出
先
）

衆
議
院
議
長
及
び
参
議
院

議
長

　

状
況
を
回
避
す
る
た
め
、

過
剰
在
庫
分
を
市
場
か
ら

隔
離
す
る
こ
と
や
、
備
蓄

米
を
追
加
で
購
入
す
る
こ

と
な
ど
、
国
に
対
策
の
実

現
を
要
望
す
る
。

《
審
査
の
経
過
と
結
果
》

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
米

価
の
下
落
が
懸
念
さ
れ
る

中
農
業
者
の
経
営
と
地
域

経
済
を
守
る
た
め
国
に
意

見
書
を
提
出
す
べ
き
と
採

択
さ
れ
た

《
本
会
議
》

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

小
松
幼
稚
園
周
辺
道
路
整

備
の
請
願

《
請
願
名
》

　

中
小
松
地
内
、
小
松
幼

稚
園
付
近
の
交
通
安
全
確

保
の
た
め
、
周
辺
道
路
整

備
の
請
願

《
請
願
者
》

小
松
幼
稚
園
保
護
者
会

　
　

会
長　

今
野　

貴
之

学
校
法
人
天
笠
学
園
認
定

こ
ど
も
園

理
事
長　

天
笠　

善
照

《
紹
介
議
員
》

こ
れ
か
ら
の
川
西
町

　
今
年
も
１
年
の
半
分
が

過
ぎ
ま
し
た
。

　
川
西
町
の
新
庁
舎
も
完

成
し
５
月
よ
り
運
営
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　
全
国
的
に
も
新
型
コ
ロ

ナ
の
感
染
は
収
ま
ら
ず
、

大
変
な
時
期
が
続
い
て
い

ま
す
。

　
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
に
よ
り
川
西
町
の
行

事
を
は
じ
め
と
す
る
、
各

地
域
の
行
事
、
イ
ベ
ン
ト

が
延
期
、
中
止
と
な
り
ま

し
た
。

　
そ
ん
な
中
で
も
、
町
に

と
っ
て
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス

が
あ
り
ま
し
た
。
議
会
だ

よ
り
が
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

に
て
11
年
連
続
の
入
賞
を

し
た
り
、
置
賜
農
業
高
校

の
生
徒
さ
ん
が
お
米
甲
子

園
で
最
高
金
賞
を
受
賞
す

る
な
ど
、
い
ろ
ん
な
活
動

が
制
限
さ
れ
る
中
で
の
受

賞
は
、
同
じ
物
作
り
を
す

る
者
と
し
て
本
当
に
誇
り

に
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
新
し
い
生

活
様
式
を
求
め
ら
れ
る

日
々
が
続
く
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

に
よ
っ
て
少
し
で
も
今
の

状
況
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
、
普
段
通
り
の

生
活
に
戻
る
こ
と
を
願
い

た
い
も
の
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た

ら
、
若
い
人
た
ち
が
集
え

る
場
所
や
環
境
を
作
り
、

町
を
盛
り
上
げ
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

項　　目 内　容 補　正　額 総　　額

一般会計（第13号） 交付金の決定 ▲5億7963万円 146億5485万円

下水道事業特別会計（第５号） 事業費の確定 ▲2065万円 5億3208万円

介護保険事業特別会計（第５号） 事業費の確定 ▲7106万円 19億1924万円

　

令
和
２
年
度
の
事
業
に

お
い
て
、
繰※

越
明
許
と
な

っ
た
の
は
17
事
業
で
、
次

年
度
に
繰
り
越
し
て
支
出

で
き
る
。

　

新
庁
舎
整
備
で
は
、
防

災
設
備
移
転
や
庁
内
Ｌ※

Ａ

Ｎ
配
線
整
備
工
事
。

　

障
が
い
介
護
給
付
費
事

業
で
は
、
報
酬
改
定
等
に

よ
る
シ
ス
テ
ム
改
修
。

　

二
井
町
地
内
水
路
工
事

は
年
度
末
交
付
の
た
め
繰

越
し
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
経

済
対
策
で
は
追
加
の
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
販
売
。

　

令
和
２
年
度
分
の
虚
空

蔵
山
西
線
道
路
改
良
工
事

は
、
令
和
４
年
３
月
に
完

了
す
る
。

　

町
当
局
は
、
こ
れ
ら
の

事
業
を
遅
滞
な
く
進
め
る

と
し
て
い
る
。

全
員
賛
成
に
よ
り
承
認

事業名 繰越額 財源内訳
既収入特定財源 国県支出金 町債 一般財源

新庁舎整備事業 9919万円 2809万円 7110万円
障がい介護給付費事業 218万円 67万円 151万円
新型コロナ感染症経済対策事業 2000万円 2000万円
二井町地内水路整備事業 5098万円 5090万円 8万円
虚空蔵山西線道路改良工事事業 5000万円 3078万円 1830万円 92万円

合　計 2億2235万円 2809万円 5145万円 1億4030万円 251万円

※繰越明許　年度内に予定していた事業が終わらず、予算を次年度に繰り越して完成させる
こと。議会の承認が必要。

※ＬＡＮ　ローカルエリアネットワーク

井
上　

晃
一

《
所　

管
》

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

《
主
な
内
容
》

　

中
小
松
三
日
町
の
交
差

点
と
歯
科
医
院
前
の
町
道

入
口
付
近
は
、
狭
い
道
路

の
た
め
、
車
同
士
の
す
れ

違
い
も
困
難
で
あ
り
、
自

転
車
や
歩
行
者
の
通
行
に

　

新
過
疎
法
の
支
援
措
置

の
内
容
、
目
的
、
計
画
策

定
の
考
え
方
、
計
画
策
定

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
説

明
が
あ
っ
た
。

　

雇
用
創
出
、
デ
ジ
タ
ル

化
推
進
、
交
通
手
段
や
買

い
物
、
子
育
て
環
境
確
保

な
ど
の
支
援
の
重
点
分
野

を
研
修
し
た
。

　

別
室
か
ら
の
リ
モ
ー
ト

研
修
を
体
験
し
た
。

危
険
な
状
況
が
み
ら
れ
る
。

道
路
利
用
者
と
通
学
路
の

安
全
の
た
め
現
状
を
調
査

し
、
道
路
改
修
改
良
な
ど

の
対
策
を
実
施
す
る
よ
う

請
願
す
る
。

《
審
査
の
経
過
と
結
果
》

審
議
未
了
に
よ
り
継
続
審

査

リモート研修で学ぶ

狭く危険な通園通学路　あなたならどうする ＝ 中小松地域

意見書

請　願

広報モニターから広報モニターから

ひとことひとこと①①
吉島　遠藤　泰裕 さん

専決した令和２年度補正予算専決した令和２年度補正予算

令和２年度から繰り越した事業令和２年度から繰り越した事業（抜粋）（抜粋）

国
の
一
次
補
正
関
連
な
ど

国
の
一
次
補
正
関
連
な
ど

1717
事
業
繰
り
越
し

事
業
繰
り
越
し

６月定例会の議決状況
全議案について全員賛成により可決した。

議会基本条例の規定により各議員の議案に対する賛否状況を報告する。
町提案　報告５件、　議案10件、議員発議５議案、

過
疎
地
域
持
続
的

発
展
支
援
特
別
措

置
法
を
学
習
す
る

議
員
研
修
会
を
開
催

専　決

処　分

繰　越

明　許

（18）（18）（19）（19） 議 会 だ よ り議 会 だ よ り議 会 だ よ り議 会 だ よ り
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願
い
を
こ
め
て

　
梅
雨
時
の
天
候
で
、
プ

ー
ル
遊
び
や
外
遊
び
が
な

か
な
か
で
き
な
い
中
、
七

夕
飾
り
の
時
期
に
な
り
ま

し
た
。

　
一
人
ひ
と
り
が
、
願
い

を
込
め
た
短
冊
を
飾
っ
て

い
ま
し
た
。
お
家
で
ご
両

親
と
一
緒
に
思
い
を
込
め

た
言
葉
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
自
由
に

伸
び
伸
び
と
お
遊
び
が
で

き
な
い
中
で
も
、
子
ど
も

や
親
の
「
思
い
」
は
い
つ

の
世
で
も
一
緒
で
す
。
輝

く
瞳
で
飾
っ
た
短
冊
の
願

い
が
叶
い
ま
す
よ
う
に
。

（
美
郷
幼
稚
園
に
て
）

「
浴
々
セ
ン
タ
ー
ま
ど
か
」

　

令
和
２
年
度
の
総
利
用

者
数
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

影
響
で
７
万
９
１
９
３
人
、

　

開
発
用
地
の
売
却
促
進
、

尾
長
島
工
業
団
地
内
企
業

誘
致
用
地
の
維
持
管
理
を

行
い
、
売
却
促
進
。
尾
長

島
工
業
団
地
内
附
帯
用
地

の
取
得
に
務
め
た
。

令
和
元
年
度
よ
り
５
万
１

７
３
１
人
の
減
と
な
っ
た
。

特
に
「
宿
泊
部
門
」「
宴

会
部
門
」
の
利
用
者
が
著

し
く
減
少
し
て
い
る
。

　

こ
の
結
果
売
上
高
は
７

９
９
４
万
円
で
前
年
度
よ

　

本
町
議
会
で
は
議
員
活
動
に
対
し
て
、
毎

月
１
万
円
の
政
務
活
動
費
が
交
付
さ
れ
て
い

る
。
議
会
で
は
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
い
て
、

使
途
を
平
成
25
年
度
か
ら
公
表
し
て
い
る
。

　

各
議
員
か
ら
報
告
の
あ
っ
た
令
和
２
年
度

の
政
務
活
動
費
の
使
途
状
況
は
表
の
と
お
り

で
あ
る
。

　

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
各
議
員
の
政

務
活
動
費
の
領
収
書
の
公
表
を
行
っ
て
い
る
。

　

公
表
は
、
県
内
で
は
最
初
に
行
い
、
全
国

的
に
み
て
も
い
ち
早
く
実
施
し
て
、
よ
り
透

明
度
を
高
め
て
い
る
。

経　　費 内　　　　容

調 査 研 究 費 議員が行う町の事務、地方行政等に関する調査研究（視察を含む）及び
調査委託に要する経費

研 修 費
１　議員が行う研修会、講演会等の実施（共同開催を含む）に要する経費
２　団体などが開催する研修会（視察を含む）、講演会等への議員及び

議員の雇用する職員の参加に要する経費
広報・ 広聴費 議員が行う活動の広報・広聴活動に要する経費
要請陳情等活動費 議員が行う要請陳情活動、住民相談等の活動に要する経費

会 議 費 １　議員が行う各種会議、住民相談会等に要する経費
２　団体などが開催する意見交換会等各種会議への議員の参加に要する経費

資 料 作 成 費 議員が行う活動に必要な資料を作成するために要する経費
資 料 購 入 費 議員が行う活動のために必要な図書、資料等の購入、利用等に要する経費
事 務 所 費 議員が行う活動のために必要な事務所の設置及び管理に要する経費
事 務 費 議員が行う活動に係る事務の遂行に要する経費
人 件 費 議員が行う活動を補助する職員を雇用する経費

（単位：円）

議員名
支　　　　出 収　　　入

調査研究費 研修費 広報･広聴費 要請陳情等活動費 会議費 資料作成費 資料購入費 事務所費 事務費 人件費 政務活動費 その他

鈴木　幸葊
38,825 22,000

60,000 825地方議会人購読料、
農業新聞購読料

町村議会議員団体保
障制度加入金

伊藤　寿郎
14,162 74,126

88,288 0地方議会人購読料、
図書購入

インターネット利用料、町村
議会議員団体保障制度加入金

髙橋　輝行
9,972 114,292

120,000 4,264
地方議会人購読料 コピー機リース料、インターネット利用

料、町村議会議員団体保障制度加入金

淀　　秀夫
9,972 60,992

70,964 0
地方議会人購読料 インターネット利用料、町村

議会議員団体保障制度加入金

橋本　欣一
9,972 66,352

60,000 16,324
地方議会人購読料 インターネット利用料、町村

議会議員団体保障制度加入金

神村　建二
9,972 66,352

60,000 16,324
地方議会人購読料 インターネット利用料、町村

議会議員団体保障制度加入金

伊藤　　進
9,972 60,992

60,000 10,964
地方議会人購読料、 インターネット利用料、町村

議会議員団体保障制度加入金

島貫　　偕
9,972 57,266

67,238 0
地方議会人購読料 インターネット利用料、町村

議会議員団体保障制度加入金

吉村　　徹
26,472 66,352

60,000 32,824地方議会人購読料、
教育新聞購読料

インターネット利用料、町村
議会議員団体保障制度加入金

寒河江　司
9,972 60,992

70,964 0
地方議会人購読料 インターネット利用料、町村

議会議員団体保障制度加入金

渡部　秀一
9,972 60,992

70,964 0
地方議会人購読料 インターネット利用料、町村

議会議員団体保障制度加入金

遠藤　明子
42,972 63,580

60,000 46,552地方議会人購読料、
教育新聞購読料

インターネット利用料、町村
議会議員団体保障制度加入金

井上　晃一
9,972 63,580

60,000 13,552
地方議会人購読料 インターネット利用料、町村

議会議員団体保障制度加入金

　

川
西
町
体
育
施
設
管
理

業
務
の
指
定
管
理
者
と
し

て
、
社
会
体
育
施
設
の
活

用
を
進
め
町
民
の
主
体
的

な
生
涯
教
育
を
通
し
て
健

康
と
体
力
づ
く
り
に
関
す

る
事
業
を
行
っ
た
。

　

昭
和
56
年
10
月
に
設
立

さ
れ
39
年
６
カ
月
に
わ
た

り
本
町
の
体
育
振
興
発
展

を
担
っ
て
き
た
公
社
が
、

３
月
31
日
を
も
っ
て
解
散

し
た
。
事
業
は
川
西
町
ス

ポ
ー
ツ
協
会
が
引
き
継
ぐ

こ
と
と
な
る
。

り
９
８
７
６
万
円
の
大
幅

減
額
と
な
っ
た
。

「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
」

　

今
期
コ
ロ
ナ
禍
で
２
１

８
日
の
営
業
日
数
と
な
り
、

利
用
者
数
は
１
万
４
４
８

１
人
、
一
日
平
均
は
66
人
、

前
期
よ
り
２
６
９
６
人
増

で
あ
る
。

　

売
上
高
は
６
４
４
万
円

で
利
用
料
は
増
額
で
あ
っ

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
食

堂
・
売
店
を
休
業
し
た
こ

と
に
よ
り
、
前
期
よ
り
10

万
円
の
減
額
で
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
効
果
が
期
待
さ

れ
る
が
、
こ
の
難
局
を
乗

り
切
る
た
め
、
新
し
い
や

り
方
を
見
出
し
実
践
に
つ

な
げ
、
安
定
経
営
が
継
続

さ
れ
る
こ
と
に
期
待
し
た

い
。
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利

益

損

失

（単位：千円）
Ｈ27
15,908

Ｈ24
140

Ｈ26
306

Ｈ28
4,682

Ｈ30
499 R元

1,74

R2
▲9,232

Ｈ15
▲1,701

Ｈ16
2,683

Ｈ17
8,660

Ｈ18
3,886

Ｈ19
▲2,258

Ｈ20
▲1,916

Ｈ21
1,920

Ｈ22
▲10,091

Ｈ25
▲4,880

Ｈ29
▲547

Ｈ23
2,405

累積欠損額
4,851万円

ダリヤパークサービス第９期～第26期損益一覧

表
紙
の
写
真

報　告
利用客大幅減で厳しい状況
コロナコロナ禍影響甚大

　

地
方
自
治
法
に
よ
り
、
町
か
ら
２
分

の
１
以
上
の
出
資
や
財
政
の
支
援
を
受

け
て
い
る
法
人
等
は
、
議
会
に
対
し
て

毎
年
経
営
状
況
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　

本
町
で
は
、（
株
）
ダ
リ
ヤ
パ
ー
ク

サ
ー
ビ
ス
（
片
倉
尚
社
長
）、
川
西
町
土

地
開
発
公
社
（
山
口
俊
昭
理
事
長
）、
川

西
町
体
育
振
興
公
社
（
多
田
敬
吉
理
事

長
）
が
該
当
し
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
あ
っ

た
。

ダ
リ
ヤ
パ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス

川
西
町
体
育
振
興
公
社

川
西
町
土
地
開
発
公
社

政　務
活動費

全議員全議員のの
使途使途をを公開公開しますします

議員に交付する政務活動費の使途
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２
０
１
５
年
国
連
サ
ミ

ッ
ト
に
お
い
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ

た
。

　

あ
ら
ゆ
る
貧
困
に
終
止

符
を
打
ち
、
不
平
等
と
戦

い
、
気
候
変
動
に
対
処
し

な
が
ら
、「
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
」
を
国
際
社
会

全
体
の
共
通
目
標
と
し
２

０
３
０
年
ま
で
に
17
の
目

標
を
達
成
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

　

「
か
わ
に
し
未
来
ビ
ジ

ョ
ン
」
で
目
指
す
ま
ち
の

姿
に
も
共
通
す
る
と
の
こ

と
で
、
後
期
基
本
計
画
で

　

３
年
度
か
ら
７
年
度
ま

で
５
カ
年
。
第
２
次
川
西

町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
、
第
４
次

川
西
町
男
女
共
同
参
画
推

進
計
画
に
も
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

が
含
ま
れ
た
計
画
と
な
り
、

各
施
策
に
お
い
て
該
当
す

る
目
標
が
示
さ
れ
、
施
策

に
よ
っ
て
は
複
数
の
目
標

に
な
る
も
の
も
あ
る
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は

①
中
心
市
街
地
活
性
化
と
、

庁
舎
跡
地
利
活
用
に
つ
い

て②
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
生

活
環
境
に
つ
い
て

で
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

意
見
に
対
し
、
予
算
執
行

者
で
な
い
議
会
か
ら
の
回

答
と
な
り
ま
す
が
、
要

望
・
意
見
な
ど
は
今
後
議

会
で
行
う
政
策
提
言
に
反

映
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

質
問
は
持
ち
帰
り
回
答
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
後

日
報
告
書
で
返
答
い
た
し

ま
す
。

　

テ
ー
マ
に
か
か
わ
ら
ず

気
軽
に
ご
参
加
、
ご
意
見

を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。（
写
真
は
令
和
元

年
度
の
意
見
交
換
会
）

議
会
広
報
の
モ
ニ
タ
ー
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
新
し
く

お
願
い
し
ま
し
た
。

👁議会広報モニター
佐藤　清美（小松）
小林　智江（小松）
髙瀬　正敏（大塚）
塩野恵里子（犬川）
福島惠美子（中郡）
伊藤　久一（玉庭）
小方　圭子（東沢）
遠藤　泰裕（吉島）

議会広報アドバイザー

🖊文章 佐々木賢一
遠藤　勝則

📷写真 山田　順一
齋藤　文夫

理
念
や
考
え
方
を
意
識
し

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
こ
と
と
な
る
。

　

後
期
計
画
で
は
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
理
念
や
考
え
方
を

意
識
し
た
取
り
組
み
を
進

め
て
行
き
た
い
」
と
あ
る
。

　

新
庁
舎
の
建
設
に
伴
い

電
気
自
動
車
の
充
電
施
設

が
設
置
さ
れ
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
「
目
標
７
：
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
み
ん
な
に
そ
し
て
ク

リ
ー
ン
に
」。
生
活
の
足

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る

デ
マ
ン
ド
交
通
は
「
目
標

11
：
住
み
続
け
る
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
」
に
な
る
。

　

今
後
ま
ち
の
施
策
と
の

つ
な
が
り
を
紹
介
し
て
い

く
。

日　
程

犬川
地区

８月19日 午後７：00～９：00 玉庭
地区

８月19日 午後７：00～９：00

犬川地区交流センター 玉庭地区交流センター

東沢
地区

８月20日 午後７：00～９：00 吉島
地区

８月20日 午後７：00～９：00

東沢地区交流センター 吉島地区交流センター

※ＳＤＧｓ　国連が2016年から2030年の15年間で達成するため定めた目標。
ロゴは本来カラーだが、紙面の都合で白黒となった。

新庁舎に設置された町内初、唯一の充電設備

大塚地区

新たな顔ぶれで紙面も充実

中郡地区

小松地区

４地区で開催
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し
た

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し
た

「
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
」に

「
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
」に

未
来
ビ
ジ
ョ
ン
後
期
基
本

計
画
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識

意 　 見
交 換 会 ８/19･20

皆さんおいでください皆さんおいでください

モ
ニ
タ
ー
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

モ
ニ
タ
ー
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

２
０
２
０
年
の
一
般
質

問
で
は
総
合
計
画
を
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し
た
も

の
と
す
べ
き
、
カ
ラ
フ

ル
な
ロ
ゴ
ア
イ
コ
ン
を

利
用
し
て
わ
か
り
や
す

く
普
及
し
て
は
ど
う
か
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
。
推
進
す
る
取
り
組

み
一
つ
ひ
と
つ
が
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
目
指
す
ゴ
ー
ル

に
つ
な
が
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
総
合
的
に

事
業
を
進
め
て
い
く
。

　
議
会
で
は
毎
年
地
区
ご
と
に
、
意
見
交
換
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
防
止
の
た
め
中
止
い
た
し
ま
し

た
。
今
年
は
感
染
拡
大
が
な
い
こ
と
、
一
定
の
感
染
防
止

対
策
が
で
き
る
こ
と
か
ら
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
犬
川
・
玉
庭
・
東
沢
・
吉
島
の
４
カ
所
で
行

わ
れ
ま
す
。

　
Ｓ※

Ｄ
Ｇ
ｓ
（
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
）（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）
は
国
連
で
採
択
さ

れ
た
２
０
３
０
年
ま
で
の
国
際
社
会
全
体

の
17
項
目
の
共
通
目
標
で
あ
る
。

　
か
わ
に
し
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
（
第
５
次
川

わがまちわがまち
SDGsSDGs

質 問回 答

第１回
追　
跡

追　
跡

西
町
総
合
計
画
）
の
後
期
５
年
間
の
基
本

計
画
で
目
指
す
姿
と
共
通
目
標
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
や
考
え
方
を

意
識
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。
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イ

ンタビュー

イ

ンタビュー

町民の声

　

今
年
３
月
入
籍
し
、
現

在
家
族
と
一
緒
に
家
業
で

あ
る
商
店
（（
株
）
井
上

商
店
）
で
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。

○
出
身
地
と
、
出
会
い
の

き
っ
か
け
は
？

し
ほ
さ
ん
：
山
形
市
で
す
。

元も
と

紀き

さ
ん
（
夫
）：
大
学

時
代
の
友
人
の
紹
介
で
す
。

○
川
西
町
の
印
象
は
ど
う

で
す
か
？

し
ほ
さ
ん
：
穏
や
か
な
と

こ
ろ
。
お
ば
あ
さ
ん
と
一

緒
に
散
歩
し
て
い
る
と
、

緑
一
面
に
な
っ
て
い
る
の

が
と
て
も
き
れ
い
で
す
。

○
川
西
町
に
来
る
前
は
何

を
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
？

し
ほ
さ
ん
：
市
内
の
会
社

で
事
務
を
し
て
い
ま
し
た
。

義
母
：
仕
事
は
朝
６
時
か

ら
夜
９
時
ま
で
で
、
仕
事

の
覚
え
も
早
く
同
居
し
て

く
れ
た
の
で
よ
か
っ
た
。

　
今
回
か
ら
議
員
が
出
向
い
て

　
今
回
か
ら
議
員
が
出
向
い
て

取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
内

取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
内

容
を
掲
載
し
ま
す
。

容
を
掲
載
し
ま
す
。

▼
議
会
の
構
成
が
変
わ
り

編
集
委
員
と
な
り
ま
し
た
。

よ
り
開
か
れ
た
議
会
の
た

め
に
、
議
会
だ
よ
り
を
ツ

ー
ル
に
、
町
民
と
対
話
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
今
回
は
、
期
間
が
な
く

特
集
、
企
画
も
の
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
報
告
型

の
議
会
だ
よ
り
と
な
り
ま

し
た
。
よ
り
読
み
や
す
い

紙
面
づ
く
り
に
、
メ
ン
バ

ー
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
ご
愛
読

く
だ
さ
い

（
は
し
も
と
）

発
行
責
任
者
　
鈴
木
　
幸
葊

委
員
長
　
橋
本
　
欣
一

副
委
員
長
　
遠
藤
　
明
子

委
　
　
員
　
伊
藤
　
　
進

　
同
　
　
　
伊
藤
　
寿
郎

　
同
　
　
　
寒
河
江
　
司

　
同
　
　
　
井
上
　
晃
一

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
文
章
）

佐
々
木
賢
一

遠
藤
　
勝
則

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
写
真
）

山
田
　
順
一

斎
藤
　
文
夫

○
仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら

し
ほ
さ
ん
：
今
や
り
た
い

こ
と
は
、
仕
事
上
必
要
な

資
格
を
取
得
す
る
こ
と
。

元
紀
さ
ん
：
少
子
化
に
対

応
で
き
て
い
け
る
か
（
商

店
経
営
を
継
続
で
き
る
か

ど
う
か
）。
川
西
町
の
人

口
を
増
や
し
て
い
か
な
い

と
今
後
厳
し
く
な
る
ば
か

り
で
す
。

ど
う
さ
れ
て
い
ま
す
？

し
ほ
さ
ん
：
ま
だ
町
内
は

不
案
内
で
出
か
け
る
こ
と

も
少
な
く
、
置
賜
の
名
所

等
へ
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

仕
事
が
あ
い
た
と
き
な

ど
は
休
暇
を
と
っ
て
出
か

け
て
い
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
行

け
て
い
ま
せ
ん
。

　

農
業
用
語
に
つ
い
て
わ

か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
。

電
話
注
文
な
ど
聞
き
取
れ

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

し
ほ
さ
ん
：
近
所
は
親
切

な
人
が
多
く
、
こ
の
頃
は

「
慣
れ
た
か
」
と
声
を
か

け
て
く
だ
さ
る
方
も
お
ら

れ
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
仕

事
が
忙
し
い
の
で
、
同
年

代
の
人
と
の
出
会
い
が
少

な
い
で
す
。

○
役
割
分
担
を
し
て
い

る
？

義
母
：
パ
ソ
コ
ン
で
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
等
お
客
様
に
分

か
る
よ
う
作
成
し
て
く
れ

る
の
で
助
か
っ
て
い
る
。

し
ほ
さ
ん
：
食
事
の
準
備

等
義
母
と
分
担
し
て
い
る
。

❖❖　　プロフィールプロフィール　　❖❖

井上　しほ 井上　しほ （いのうえ　しほ）（いのうえ　しほ）

川西町大字堀金川西町大字堀金
家族構成は夫、両親、祖父母の家族構成は夫、両親、祖父母の
３世代同居（ペットは金魚）３世代同居（ペットは金魚）
趣味：海外ドラマ鑑賞趣味：海外ドラマ鑑賞

　

近
所
の
方
か
ら
山
菜
や

野
菜
を
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
る
の
で
す
が
、
思
い
も

し
な
い
量
に
驚
い
て
い
ま

す
。

三世代家族 そろって元気よく三世代家族 そろって元気よく

川
西
町
は
初
め
て
で
す

休
暇
は
ど
う
で
す
か

将
来
の
夢
は
？

編
集
の
後
で
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